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IPv6でマルチホームしたいですか？

 IPv6は，経路の集約を至上命題にしています．
 今のところ， 「合法的にマルチホーム可能なアド
レス」は，ISPクラスのネットワークのみ取得できま
す．

 IPv6では，「マルチホーム」を，「IPv6らしい方
法でできるようにしよう」と考えていました．

 いえ，今も考えています．
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IPv6でのマルチホーム： 標準化の動向

 IETFでは IPv6のマルチホーム手法について，
multi6 WG でデザインを実施，今後 shim6 
WGにてプロトコル詳細を決める予定です．

標準化中のマルチホーム手法アプリケーショ
ン層
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おざっぱに言うと，モバイルIPで，
気付けアドレス(care-of address) 
を複数同時に使えるようにして，動
的に切り替えられるようにしようと
いう感じ，です．

同時に複数のISPにつながり，複数
のアドレスを持ちます．
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標準化なんて待っていられない！

 今すぐにマルチホームしたい，という要求は実
は多い？

 なぜか，もっともIPv6が流行っていない（と思われ
る）アメリカ方面から．．．
 ARINでは，実際にPIアドレスを作ろう，という提案まで
あがっており，議論になっている

 ビジネスユーザには必須だ，IPv6を入れるには必要，
という論調．

経路表サイズの懸念が主な要因
で，継続議論，となっています．
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日本では？

日本ではどうでしょうか？

 IPv6でも，PIアドレスは，必要？
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JPOPMでは．．．

 7月7日開催のJPOPM８では，
 具体的な要望があったという報告有り

 IPｖ４でできていることが，IPｖ６でできなくなるのは困る．

 プロバイダに依存しない，という意味での需要
 新しいIPアドレスの使い方

 組み込み用途など
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参考

 IETF multi6 WG/shim6 WG
 http://www.ietf.org/html.charters/shim6-charter.html
 http://www.ietf.org/html.charters/multi6-charter.html

 PI の最近のドラフト
 http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-hain-ipv6-pi-

addr-08.txt
 http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-hain-ipv6-pi-

addr-use-08.txt
 NANOG３４でのIPv6マルチホームに関する議論

 Inter-AS Traffic Engineering Case Studies as 
Requirements for IPv6 Multihoming Solutions
 http://www.nanog.org/mtg-0505/schiller.html
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